
1 
 

（社）日本建築学会	
 近畿支部 
2015年度第 3回空気環境部会議事録（案） 

 
日時：2015年 10月 21日（水）16:00－19:15 
場所：大阪市立大学	
 梅田サテライト講義室	
 113教室 
出席者：東（実）、甲谷、河野、小林（幹事）、竹村、堤、中村（オブザーバー）、楢崎、松岡、山中（主査）、 

藤田（幹事、記録）（敬称略） 
資料：・議事次第       	
 	
  資料 3-0 
	
 	
 	
 ・2015年度第 2回空気環境部会議事録（案）【藤田幹事】  	
 	
 	
 	
 	
  	
  資料 3-1 
	
 	
 	
 ・平成 28年度（空気環境）部会予算請求書【小林幹事】   資料 3-2 
      ・2016年度支部研究補助費申請書【小林幹事】    資料 3-3 
	
 	
 	
 ・平成 27年度部会予算（案）【小林幹事】     回覧 
	
 	
 	
 ・平成 27年度部会予算（案）参考資料【小林幹事】    回覧 
議事： 
1.	
 委員の退会について 
	
  ・日本カノマックスの石本さんの退会が報告された。 
	
  ・オブザーバーとして参加の日本カノマックスの中村さんより挨拶を頂いた。 
2.	
 前回議事録の確認［資料 3-1］ 
・藤田幹事より、前回議事録（2015年度第 2回）の確認が行われ、承認された。 

3.  来年度予算請求について［資料 3-2］ 
	
  ・小林幹事より、資料に基づき、来年度の予算請求について説明があった。 
	
  ・「２８年度部会活動計画」の 1と 2について、以下のように修正することとなった。 
	
 	
 	
 1. 室内空気環境と健康影響に関する調査研究 
	
 	
 	
 2. 建築内外における空気流動と汚染物拡散に関する研究 
4.	
 2016年度支部研究補助費申請について［資料 3-3］ 
	
  ・小林幹事より、資料に基づき、支部研究補助費の申請を行ったことが報告された。 
 	
 ・申請書では U40小部会のみの活動に使用するように書かれているが、空気環境部会としても使用するこ

とを口頭で説明することが補足された。 
5.  シンポジウムの下案について 
	
  シンポジウムの下案について議論され、以下の内容が決定した。 
	
  ・日程は 2016年 3月 15日を第一候補、3月 16日を第二候補とする。 
	
  ・タイトル（講演依頼用）は「PM2.5をはじめとする最近の室内外微粒子問題と健康影響」とする。 
	
  ・スケジュール、講演者、講演依頼タイトル、打診者は以下のとおりとする。 
	
 	
 	
 13:00-13:05：山中俊夫先生（趣旨説明） 

13:05-13:50：内山巌雄先生「空気中の微粒子の健康リスク評価」（東（実）先生より打診） 
13:50-14:25：日本 KANOMAX（講演者未定）「微粒子の測定原理と測定機器の紹介」 
14:25-14:45：休憩 
14:45-15:30：近藤明先生「大気中の微粒子問題の現状」（山中主査より日程確認） 
15:30-16:15：鍵直樹先生「室内環境における微粒子問題の現状」（山中主査より打診） 
16:15-16:25：休憩 
16:25-16:55：パネルディスカッション（司会：幹事） 
16:55-17:00：楢崎先生（総括） 
※講演にはそれぞれ 5分の質疑応答を含む 

	
  ・講演タイトルの締め切りは 12月 21日とする。 
	
  ・資料は、可能であれば原稿執筆を依頼し、難しい場合はパワーポイントも可とする。 
	
  ・資料の締め切りは 3月 8日とする。 
	
  ・室内環境学会関西支部に共催の検討をして頂く。（東（実）先生より） 
	
  ・会場として大阪市立大学文化交流センターを使用できるか確認する。 
6.	
 話題提供 

・山中主査より前回資料 2-5に基づき、堀先生（順天堂大学）の「医療関連感染症を制御する建築の考
え方」について紹介があり、内容を確認した。 

7.  次回部会（予定） 
	
 	
  ・日時：2015年 12月 22日（火）16:30～19:00 
	
 	
  ・内容：シンポジウムのテーマに関連する話題提供 

以上 


